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The aim of this study is to design the peace education unit, which support the 
students to achieve the two goals: (1) to reconstruct their own notions of peace, and 
(2) to acquire interdisciplinary concepts and apply them to find and describe the 
(non-)peaceful situations in our usual life. Therefore, we developed and implemented 
a concept based inquiry unit (18 class hours) at Hiroshima Global Academy (HiGA) 
middle school by contextualize the previous unit plan into the integrated learning 
program on “Global Justice.”  As a result, we could choose the six concepts 
explaining a nonviolent but threatening the peaceful governance, human relation, 
and agency, demonstrate the social examples to apply them, and set a controversy 
defining the criteria of peace. 
The first outcome of this study is that we show the curricular-instructional 
gatekeeping adjusting to the school context of HiGA. The second is to find the 
relations between the students' learning of peace concepts and the reconstruction of 
peace notion.   
 






















































































 第 3 章では，新たに設定された単元と授業の構
成原理を受けて計画，実施された実際の授業展開
を記述する。 




もが作成した 1 枚物ポートフォリオ，の 3 点を取
り上げる。 
































"Global Justice"の 3 領域で構成される。Global 







Global Justice は，有機的に関連付けられた 4
つの単元で構成された。すなわち，①教科書プロ
ジェクト「アメリカの小学生とヒロシマ教科書を
作ろう！」（4 週 10 時間），②概念プロジェクト「平
和に関する専門家の考え方を学び使いこなそう」
（6 週 17 時間），③博物館プロジェクト「戦争と
平和に関する博物館を見学しよう」（1週2時間），
④総合プロジェクト「HiGA ミュージアムをつく
ろう」（3 週 5 時間）の約 34 時間である（放課後
等の追加作業あり）。この 4 つのプロジェクトを，






























入 平和状態の解釈を書く（0.5 時間） 
展
開 
第 1 次（2.5 時間）「紛争解決理論」（和解） 
第 2 次（2 時間）「ゲーム理論」（対立） 
第 3 次（3 時間）「分配的正義」（競争） 
第 4 次（3 時間）「積極的平和」（暴力） 
第 5 次（3 時間）「ラベリング理論」（普通） 

































的には，第 1 次から第 3 次は主に前者を基準に，










念への移行である。第 1 次と第 2 次は主に国際関
係や歴史的な制度化された構造を，第 3 次と第 4








なわち，第 1 次と第 2 次ではアパルトヘイトや核













従）（ここまでが 2 年生）の展開案を策定した。 
（2）授業構成原理 
















表 2 は簡略化版の Blueprint を示したものであ
る。 IDM の構成要素を，探究の導入，CQ
（Compelling Question），資料，活動，総括的パ
















































































































































































































































































 研究協議の結果，以下の 2 点が確認された。 














































































 研究協議から，以下の 3 点が確認された。 
















































 第 5 次は，変則的にはなるが，前半と後半の 1.5
時間に分けて実施した。 
 前半の 1.5 時間は，「普通」概念を獲得させるた
めに，教材として同性愛が社会規範の世界で異性
愛者の少女がいじめを受ける様子を描いた映画






























































いような人格であるといえる。   






（2）授業展開   
 第 6 次は 3 時間で構成される。なお，前半の 2
時間で権威主義的パーソナリティを取り扱い，後











































































































いない D C 
できて

























































































































































させる単元の後半部，第 4 次から第 6 次の展開を
批判的に検討していこう。 
子ども P，Q，R は，第 4 次から第 6 次にかけ
て平和な状態を表 4 のように記述している。 





第 4 次から第 5 次にかけて，子ども P は「普通」
概念を平和に向けて連続的に結びつけられるよう
になっていると言えよう。 






第 4 次を第 5 次の前に配置したことが連続的な学
びを導いたことが読み取れる。 
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